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 今年度の体育祭は、４年ぶりに新型コロナウィルス感染症による制限がなく、 

晴天のなかグラウンドで開催されました。生徒たちは懸命に準備、練習に励み、 

素晴らしい体育祭をつくりあげてくれました 

 さて、今月号では、その第６７回体育祭（黒潮祭）をはじめとした９月の 

行事と１０月の行事予定を掲載しております。ご一読いただけましたら幸いです。 
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９月 3日（日）本校生徒と鶴南特別支援学校高等部西彼杵分教室の生徒による体育祭を実施いたしました。

今年度は天気に恵まれ、グラウンドで開催することができました。西濤～新たな仲間と共に輝く勝利を～のテ

ーマのもと、夏休み前から計画を立て、３年生を中心にダンスや競技の練習を行いました。その成果もあって、

ブロックで団結して体育祭を迎えました。今年度は、昨年度より各ブロックの生徒数が増え、パワーあふれる

ダンスや競技を披露することができました。また、今年度も育友会による飲料販売を実施していただきました。

ご協力いただいた役員の皆様、ありがとうございました。また、育友会・保護者の皆様、ご多用にもかかわら

ず、猛暑の中ご観覧いただきありがとうございました。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈 競技 〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

西濤 ～ 新たな仲間とともに輝く勝利を ～ 

 
 

選手宣誓 入場行進 

 

平成 28 年度に創立 70周年を迎えました｡ 

一人ひとりの｢学び｣と｢希望｣を大切にする学校 

長崎県立西彼杵高等学校 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈 ダンスコンテスト 〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【成績】  

 

〈総合〉 

優勝：青ブロック 

２位：赤ブロック 

〈ダンスの部〉 

最優秀賞：黄ブロック 

〈競技の部〉 

優勝：青ブロック 



【黒潮祭実行委員長】 

 昨年度よりも新型コロナウイルス感染症の規制が緩和され、全員が    

一致団結して楽しむことができたと思います。熱中症予防のため、一 

部の競技が中止となりましたが、実行委員会や各ブロック役員が協力 

しながら黒潮祭を創り上げようと一生懸命頑張っていました。思うよ 

うにいかないこともありましたが、本番では、素晴らしいものができ 

たと思います。黒潮ソーランや各ブロックによるダンスコンテストで 

は、保護者の皆様や地域の方々から拍手をいただきました。ありがと 

うございました。今回の黒潮祭の経験を、進路実現に活かして頑張っ 

ていきたいと思います。 

黒潮祭実行委員長 ３年１組 川端暁洋 

 
 
 
 
８月９日（水）に予定されていた平和学習は、台風の接近に伴い８月２８日（月）に延期をして実施しまし

た。今年度の平和学習は、担当からの解説講話の後、「明日世界が終わるとしても 核なき世界へ“ことば”

を探し続ける ～在外被爆者 サーロー節子」と題した映像を視聴しました。映像では、１３歳のころ広島で被

爆されたサーローさんが、原爆の惨禍を日本の被害として語るのではなく、一人ひとりの生命を大量に奪った

世界的な悲劇として語り、世界初の「核兵器禁止条約」に際して、国連で世界に向けて力強く演説される姿が

映されていました。核なき世界へと人々を動かす“ことば”を探し求めるその姿に世界中の国家代表が強く心

を動かされます。生徒は戦争の悲惨さや平和の尊さについて理解を深めることができました。その後、各教室

で感想をまとめました。 

以下の文章は、生徒の感想の一部です。 

 

＊戦争は全世界の多くの人々の命を失わせます。日本もその被害国であり、同時に加害国でもあります。

世界の人々によって歴史は違って見えるので、互いの気持ちをわかり合えるように行動し平和を維持する 

ことが大事だと思いました。（１年男子） 

＊世界のたくさんの国々が、核兵器禁止条約に合意したが、核兵器を保有する国々は、この条約にも、国連

の会議にも参加していないことを知り、サーローさんの願いの通り、核保有の国々にその願いが届き、条約

に合意してほしいと願うばかりです。（１年男子） 

＊サーローさんの世界での活動が、多くの人々の心を動かしてきたことを知り、私たちが平和で暮らせるの

は、被害者の方々が戦争の惨禍を風化させないように世界中へ発信しつづけてくださるお陰なのだと思いま

した。（２年女子） 

＊１３歳のとき、広島で被爆されたサーローさんが世界に訴え続けた７０年という長い努力が、初の核兵器

禁止条約の成立という形として世界の人々の意識を変えたことに感動し、また、「一人の思いと体験を伝え

るだけでは不十分、世界を動かす言葉をみつけたい」という思いに深い感動を覚えました。（２年女子） 

＊核兵器の禁止を訴えても核保有のバランスで国際秩序が保たれているという意見もある。しかし、世界中

で唯一の被爆国である日本の若者世代こそが、戦争の停止と核兵器の禁止を訴え伝え続けていける立場にあ

ることを強く感じました。（３年女子） 

＊サーローさんの「戦争という行為に留まらない“殺戮”が最大の悪である」という認識が大切だという主

旨のお話をされている場面が強く印象に残った。核兵器は人類の道徳に反するものだと長年主張し続け、核

保有は軍事バランスを保つためにも必要だと主張してきた核保有国とも対話を行いつつ、核兵器禁止条約の        

採択に貢献したサーローさんの活動は本当に素晴らしいことだと感じた。（３年女子） 

 

平和への思いを新たに・・・ 「平和学習」を行いました 
 

 



 

 

 

 

 

 

９月５日（火）７校時、視聴覚教室において、いよいよ本格的に受

験が始まる就職や進学希望者を対象として、進路激励会を実施しまし

た。体育大会（黒潮祭）を無事に終了した直後ということで、これか

らは進路実現へ向けてしっかり切り替えていこうという区切りをつけ

るための集会となりました。寺田教頭先生をはじめ、学年主任の松尾

先生、そして学年団の先生方から、受験に対する心構えや激励のこと

ばをいただき、３学年団全員で進路実現に向けて前進していこうと、

気持ちを高めることができました。また、生徒を代表して、就職希望

者の 里朴さん、進学希望者の岡野楓果さんがそれぞれ決意表明を行

いました。全員で進路を決定して卒業式を迎えられるよう、頑張りま

す！ 
 
 
 
 
 
 
 
 

 １０月２９日（日） ＜西彼杵高等学校にて＞ 
 
 今回のオープンスクールは、本校の文化祭「西濤祭」のメインオープンと同日 
に実施し、本校の学校行事の楽しさを体感することができます。第１回とはまた 
違う雰囲気を味わっていただければと思います。第１回に参加された方も参加 
されなかった方も、ぜひご参加ください。みなさんのお越しをお待ちしています！ 
 

 

 

 

 
 
 
 

☆「萌多が丘だより」カラー版を学校ホームページに掲載しております。 

http://www2.news.ed.jp/section/nishisonogi-h/index.html 
      

10/2 月 中間考査（9/28～10/3） 10/20 金 人生の達人セミナー 

10/5 木 ふれあい乳幼児体験（１年） 10/26 木 代休（10/28） 

10/7 土 ３年対外模試（～8日） 10/28 土 西濤祭プレオープン 

10/11 水 
進学講演会（３年４大受験者） 

消費者教育（１年） 
10/29 日 

西濤祭メインオープン 

第２回オープンスクール 

10/16 月 文化祭前特別時間割（～27日） 10/30 月 代休（10/29） 

10/18 水 青少年劇場公演 10/31 火 避難訓練 

 

※ 現時点での予定です。今後の状況に
よっては、変更になることがありま
す。 

１０月の主な行事予定 

第２回オープンスクールを開催します！ ～西濤祭と同日開催！～ 

 
 

～３年生受験に向けて～ 進路激励会を実施しました 
 

 

http://www2.news.ed.jp/section/nishisonogi-h/index.html

